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本邦の寄生虫問題のうち，国民的疾患とも云うべ
き重要な問題として医学関係者の聞に取上げられ，
種々論議研究されているものに鈎虫症がある。鈎虫
症は古くは Chlorose或いは悪液質として紀元前約 
1550年頃挨及に於いて記載が見られたと云われ，ヒ
ポクラテス時代に於いても虫体の発見される以前よ
り，阿遠の病(青の病)，浮苦病(不久比病，腹病，
フイピヤウ)などの名のもとK鈎虫症の存在が認め
られたようである。本邦l乙於いては第二次世界大戦
中より極度の生活環境の悪化K伴い，腸管系寄生虫
疾患の保卵率は，国民の栄養低下K乗じ都市農村を
問わず，全国的に漫延したが戦後国民の栄養状態生
活様式の改善，予防医学の発達に伴い漸次淫浸度が
減少しているものの如き観を呈するが，近年鈎虫に
関しては数多くの正確な疫学的調査研究に依り，農
村に於いては尚，高度の淫浸率を示している。柳沢 
千 葉 医 学 三士ロ 第 36巻Fし、
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(1957)は， 鈎虫の問題はむしろキャリヤーの問題
であると断じ，長野県，群馬県，千葉県下K於いて
知りえた成績を以てすれば，少くとも農村住民の 30 
~50%K鈎虫の淫浸を蒙っている地区も珍らしく
はなく，甚しきは全住民の 8割近くが鈎虫保有者で
ある例もあったと述べている如く，農村の職業病と
して決して看過することが出来ない状態である。
その淫浸の実相について小宮(1956)は，本邦寒
冷地を除き鈎虫卵陽性率が，農村に於いては平均 
30%或いはそれ以上であろうと云い，厚生省集計に
依る全国感染者百分比が， 4~5% であるととは，仔
細lζ検査を施行した場合に比して，厚生省の集計は
少きに失する感を抱かせる。その原因は，検査法の
不備に由来し本邦に於ける鈎虫感染者の比率は，普
通一般に考えているより造かに大きく，今乙れを農
村人口のみに限るとし， 之れを約3500万人とする
と，本邦K於ける鈎虫寄生の実態は， 1000万人の大
きに適するであろうと述べ，柳沢(1957)は，鈎虫
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lζ依る 30---50%K上ると推定される本邦農村淫浸 投与し，上田(1934)は， 5例の被検者K A. d.， 
状況より， 鈎虫症患者は， 鈎虫保卵者の 10%を占 125 ---138隻経口投与し， 著明な気管支炎症状を伴
めるものと仮定すれば，その数は，相当に大きく， う若菜病の発生を認めており，最近に至つては蒲
本邦農山村を約 3000万人として仮りにその 3分の (1956)，川嶋(1958)，山下 (1958)，吉田(1958)， 
Iが鈎虫を持っているとしても， その数 1000万人 平川 (1959)，水野 (1959)，の諸氏が夫々貴重な興 
K達し鈎虫症疾患者は 100万人あることになると述 味ある報告を行なっており，蒲 (1956)は，両種感
べ， 更に柳沢は， 1950より 1954年の全国死亡分類 染仔虫経口実験に依り N.a仔虫 100隻を投与した
で， 人口約 10万人1[.1人の割合l乙人的損粍を受け 場合と， A.d.仔虫 75隻を投与した場合及び，川嶋
ていると述べている。田那村 (1958)は， 1950年よ (1958)も亦， A. d.感染仔虫に於いて上回 (1934)
り1954年の 5カ年間の鈎虫症のみに依る死亡数の の成績を認証し，何れも咳蝦の発現を見，一定期後
追求より， 1247年lζは全国民於いて 1489人であつ に排卵を認め，山下(1958)は， N.a.仔虫例は無
たものが， 1955年比は 624人となったと報じ，性別 症状で使内に虫卵を認めず， !駆虫 K依り虫体を認め
では少青壮年期の稼働域に於いて，女子は男子の約 なかったが， A. d.鈎虫例に於いて明らかに 2日目 
2倍の死亡を示し，、その被害は軽視出来ない乙とを より咽頭部の掻痔感を訴え，激しい咳蛾を伴う若菜
述べている。叉山崎 (1951)は，何れの地区でも都 病の発生を認めており，近くは平川(1959)は，有
市より農村に甚しく，労働年令K高率であると報告 志者 4名を選び A.d.，N. a.両種感染仔虫を 1例
している。人的損粍はさておき，経済的損粍に於い 托は A.d. 116， N. a. 88， 2例Kは A.d. 97， 
ても小宮(1956)は，労働力の損粍を 3割と見て， N.a 109， 3例には A.d. 106，N. a. 117，4例司 
年間経済的損粍は約 180億と云い" 1カ年の治療費 Kは A.d. 100，N. a. 105隻を，夫々食後群，空
を最低 1人， 100円と見て年間約 20億計 200億円に 腹群K分けて投与し，感染が成立したのは A.d.鈎
上ると述べている。斯の如き労働力低下，経済的損 虫例のみで， A. d.仔虫投与群に 3日乃至 9日目lζ
失を招く鈎虫は，地域社会lζ及ぼす影響は単に寄生 全例咳轍発来し， 4._， 5カ月の長期に亘った乙とを
虫学上の問題に止まらず，公衆衛生学上の見地より 認め且つ，全例に好酸球の著明な増加を述べてい
しても早急にその対策を樹てる可きであり，その観 る。疫学的調査研究の発展K伴って，山崎 (1951)，
点、より鈎虫感染経路の解明を期する ζ とは，予防撲 河井ら(1952)，小宮ら(1956)，永吉 (1956)，春
滅対策を促進する上に甚だ重要な基礎的問題であ 田 (1956)，水野(1956)，牟田口(1956，1957)，WI 
る。 原 (1958)，矢島 (1959)らが， 広汎且つ詳細K検 
1876年 Leukartが実験的研究により，仔虫が経 討報告している。即ち，山崎 (1951)は，山陰地方
口的iζ浸入発育する乙とを立証する事に始まり， に於ける若菜病の研究途上，農村が都市に比し鈎虫 
1886年 Leichtensternが鈎虫の成熟成虫を 3人の が濃厚分布していることを挙げ，何れの地域でも
ヒトに摂取させ感染に成功した。乙の歴史的経口感 労働年令K高率である ζとより A.d.種の経皮感染
染実験より，感染経路の問題児ついては極めて多く 主道を推論し，永吉(1 A. d.種と依れば，1ζ954) 
の実験的研究が行われ，数多くの論議がなされて来 N. a.種では寄生数民差が有り， N. a.が A.d.1乙 
Tこ。併しその固有宿主であるヒトに対する感染実験 比して寄生数が大であるのは，重要感染経路K差が
例は意外陀少ない，即わち Peronoito (1880)， ある為であるといい，小宮ら (1956)は， A. d.優 
Grassi (1887)らは Leich tensternの説を認証し， 占地区 15カ所， N.a.優占地区 12カ所K於いては， 
Kendrick (19.34)はマドラスの刑務所の囚人を被 地区平均感染率の如何K拘らず，その比は略一定し
にあっては平均感染率a.N.ている傾向があるが，日目の発育したア10，._6例に培養5検者とし，その 
メリカ鈎虫 200隻をゲラチンカプセ JレK入れ，経口 が増大するに伴い，その比率が減少する傾向が見ら
実験したが陰性に終った。本邦K於いては， 大場 れる。そして ζの比率の性質に両種鈎虫に依り差異 
(1929)は，アメリカ鈎虫(以下 N.a.と称す)，ヅ の存在することは，農村民於ける両種鈎虫の現実的
ビニ鈎虫(以下 A.d.と称す)両種感染仔虫を経口 な感染主道に差違が存在すると推論している。牟田
的R:， 各被検者別K投与し， 6---7週後花岡有の虫 口(1955)は， 九州中部の都市及び農村居住者 625
卵を認めたと報じている。其の他大磯(1930)は， 名を対象として， A. d.の疫学的調査成績より，農
ブラヂル鈎虫を 100._， 300隻を 4名の実験者K経口 村居住者が都市居住者より感染率が高く，当地方で
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は A.d.が経皮主道である様に思うと述べている。
春田(1957)は，東京電電公社勤務者 1688人に就
いての検便成績に依り，虫卵陽性者率は 4.9%でこ
の陽性者， 82人に就いて虫種別に土壌との関係を調
べると A.d.より N.a.の方が土壌関係者K高率
で， A.d.，N. a.両種の野外に於ける生態学的感染
主道は経皮であるが， A. d.は N.a.K比して経
口， N. a.は A.d.K比して経皮が多いと推論し，
水野 (1956)は，群馬県下数ケ所に於ける調査に依
接ヒトの十二指腸部氏仔虫を投与した感染実験の報
告はない。本邦に於ける鈎虫経口人体感染実験とし
て，大場(1929)，上田(1943)，山下 (1958)，JIl 
嶋(1958)，吉田(1958)，平川(1959)等の報告を
見るに，大場(1929)は，感染期仔虫をカプセルK
入れ，上田(1943)は，水を用い，山下 (1958)は，
カプセルを使用し， JIl嶋 (1958)，吉田(1958)も
水を用い実験し，平JIl(1 959)は，上記実験者の経
口投与に用いた水量及び時期の不備を補い，且つ更
り，その鈎虫分布が 10 才以下約 8~昔前後， 10才~ に実験に供せられる仔虫の感染成就率をも考慮に入 
16才の多少農耕K従事するもの 16%前後で， 農村
K於ける A.d.の感染の広さ，深さ， 農耕の状況
では A.d.の経皮主道を重要視すべき考察を述べ，
磯田(1958)は， A. d.地区優占の長野県農村氏於
いて，年令増加に伴う鈎虫感染の増加より，経皮を
主道と推定するが家族集積性の存在比依り経口の存 
在も肯定しなければならないと述べ， 矢島 (1959)
は， 本邦寒冷地を除く農村民於ける約 10カ年間の
発表された農村住民鈎虫卵検査成績より， A. d.優
占地区 10カ所lζ就いて， 全住民の鈎虫感染率を 1
として，各年令別鈎虫感染率の比率を算定し， 乙の 
推移を年令別鈎虫感染曲線としたととろ，両種優占
地区共，全く同じ傾向を示し両種鈎虫の感染主道は
経皮的と推定しているが，永吉(1956)は，永吉及
びその家族，その他数年間臥床している結核患者等
で， 経皮感染を否定しうる 19名K就いて，何れも
A. d.の単独寄生を見たこと及び，脊髄癖のため全 
く歩行不能で臥床し，明らかに経皮感染を否定しえ
られるー患者K，A. d. 232隻の多数単独感染して
いる症例を報告し， A. d.の経口感染経路を示唆し
ている。叉永吉(1956)は，鈎虫の感染経路は生物 
学的 (Biologicalinfection) と生態学的 (Ecolo凋
gical infection)とに区別して考えるべきだと述
べ，小宮(1958)は，生物学的には N.a.は経皮主
道， A. d.は経口主道で生態学的に地域差などの諸
，条件iζ依り，反対の場合にも起りうる。叉之に加え
て外部的諸条件，ejJわら感染えの生活条件及び，そ
れらえの曝露の機会差に依り規定されるべきことを
述べている。以上の疫学的調査考察並びに実験的人
体感染の成績より見ても， 鈎虫の人体感染の現実
は，生物学的感染の結果と生態学的感染の結果とは
白から諸種の因子の介在に依り必ずしも一致を見な
いと鈴木 (1956)，水野(1956)，柳沢 (1957)も論
じている。
繰って之等の鈎虫人体感染実験を見るに，殊lζ直 
れ，実験方法を一定の条件下に層別することに依 
り，考えらるべき個人差の結果を判然としうるので
はないかと考え，空腹時と食後とに分け，第 1例，
第2例の空腹時投与群K100 rnl，50 mlの水を用い
て投与を行い，その結果感染率は，空腹時の投与の
76%~79% に対し，食後投与群では 37%~48% で，
空腹時投与群と食後投与群との感染率を見る K，前
者に高い傾向があったと述べている。即わち胃中の
状態，特に官の虚盈と，胃酸濃度の如何が仔虫の感
染率に関係のある乙とを確認したが， 更に水野ら
(1959)は，上記平Jl(1959)の実験成績に依り，
行虫感染成就率が宿主側の諸条件とともに，仔虫投
与方法の如何K依り，ある程度左右されるのではな
いかと考え多量の水即ち， 3例の被検者lζ夫々空腹
投与時比於いて， 600 ccの多量の水を用いた成績を
報告しているが，何れも経胃投与法であり，宮JIl 
(1912)が唱える如く， 犬鈎虫に依る動物経口感染
実験K於いても，叉石井 (1931)が，犬鈎虫の犬臓
器抽出液に対する成績を見ても， 胃液が仔虫の感
染広大きな障害を及ぼし， 経口投与に依り鈎虫の
Vitalityが減殺されるとしている。
平川 (1959)の実験成績に依れば，経口感染lζ依 
る A.d.，N.a.は夫々，人工胃液K対し前者は 1%
で，後者は 0.5%で強い影響を受けると述べている。
著者は，両種鈎虫経口感染lζ際しての最大障害であ
る胃液の影響を避けさせて，胃内よりも感染の成立
に障害の少いと思われる十二指腸部え直投投与した
場合の仔虫の感染成就卒、を実験的K知らんと試み，
同時に感染経路の解明にも手掛りを求めうるものと
考え，二，三の知見を得たので報告する。
1. 実験方法 
1. 実験材料
(1) 実験応用いた仔虫 
A. d.，N. a.単独寄生者の新鮮尿を採便し，之れ
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を煮沸乾燥した瓦K別々に塗り， 瓦培養法で 28 2. 感染方法並びに仔虫投与の時期
の下1<:.10日間培養し水中氏移行した仔虫を遠沈し， 被検者は総て前日の夕食より当日朝にかけて軽食
仔虫を含んだ沈誼を再び別の清浄な瓦の上lζ移し， せしめ，実験当日は排便させて昼食を絶食させでか
之れをシャーレの内に入れ鴻過水を瓦の8分自迄ひ ら実験を行なった。各例lζ就いての投与方法を述べ
たし， 48時間 280Cの勝卵器に静置した後，水中lと ると，第 1例は松尾式十二指腸ゾンデを時聞をかけ
移行した活発な仔虫のみを選び実験に供した。即わ て徐々に鴨下させ，ゴム管K刻んだ規定の目盛の所
ち実験に用いる仔虫聞の VitalityIc:.著明な差があ で横臥させ腸液の自然流出を侠ち，まずリトマス試
れば，直接実験成績に誤りを来す慮れが有弘之れ 験紙l乙て流出液のアルカリ性である事を確めてか
を避けるため再培養を行ない仔虫の Vitalityの統 ら， pH 瀦紙を用いて流出液の pH値を確認し確実
ーを計った。 にゾンデオリーブが十二指腸部え進行したか否かを 
(2) 投与仔虫の選定 確め，そのゾンデの他端K注射筒を接続させ，筒の
投与する仔虫数の算定lζは，平川 (1957)のガラ 中vc:.350~370C の蒸溜水を注入して直ちに前以って
0C 
80mm，長さ 前後のガラス毛細管を遠沈に依 中の仔虫を静かに吹き出し，注射器筒及びゾンデ内mm
ス毛細管を使用した。即わち平1は，仔虫の動，不 所要の N.a.仔虫数を含んだ一一一第 1例では 183隻
動の正確な数を観察しつつ計算するために直径0.3 であった一一毛細管を筒の中の蒸溜水中l乙挿入して 
り上清を捨てさった適当な仔虫密度の浮瀞液K挿入 の残存仔虫をすべて腸内K移行させる目的で，更に
すると，仔虫含有液は毛細管現象K依って管中を上 370Cの蒸溜水 30ccを注射筒内に追加注入し，その
昇する。仔虫含有液が約 60mmの高さ迄吸い上げ 量は合計 80ccvc:.及ん7ご。
られた時，速かにガラス管を取り出し周囲l乙附着し 即わら蒸溜水を追加注入することlとより，ゾンデ
ている液を拭って載物ガラス板上に乗せ，その一端 内K附着するかも知れぬ仔虫を完全に腸内K流入さ
をセロテープ若しくは紳創膏で板上に固定し十字動 せた訳となる。ゾンデ抜去後は，n吐等の思わぬ突jM;
装置を用いて一端より他端に向って仔虫数を検鏡計 発事故を避けるために 30分間注入時の姿勢を取ら
算し，実験K供した。使用後はガラス毛細管中の残 せた。仔虫注入後使用した注射器，ゾンデゴム管及
存仔虫の有無を再び検鏡の上計算し，残存仔虫があ びオリーブは 370Cの蒸溜水で洗、礁し遠沈の上， 残
れば注入前の仔虫数より差引き正確な投与仔虫数を 存仔虫数及びその動，不動を観察計算して実験の正
決定した。 確を期した。第 1例は注入前の計算隻数は前述の如 
(3) 被実験者 く183隻であったが，注入後の検索に依り活発な仔
被験者は 5名で，総て都会居住の健康な壮年医 虫 1隻を認め，実際K注入し得た仔虫数は 182隻で
師，及び青年学生で，何れも過去K鈎虫を含合総て あった。同様の方法lζ依り第 2例は， N. a.仔虫
の寄生虫の既往歴なく，実験開始前数次に豆り，硫 142隻，第 3例は 243隻，第4例は 25隻，第 5例の
苦加食塩水浮説法 (3本値〉並び lζ瓦培養法 (2枚 みは， A.d.，N.a.同種仔虫を即わら A.d.仔虫
値)で検査を行なった結果，鈎虫卵及び同仔虫は勿 10隻， N.a.仔虫 104隻を投与した。投与の季節は
論，他の寄生虫卵，仔虫も総て陰性だった者であ 冬期を選び，重感染の機会を可能な限り少なくし
b?こる。 
第 1表 仔虫投与方法(十二指腸部〉
工ヲオ空竺[五与時期|投与虫種 l投与仔虫数 i投与方法 1水CC)温|門門水へ(J(腸液凶
第引1例 男 3訂7才|空腹時 i刈N.a. I 182位 印3子聖駅I35~370C引l' .80 
第 2例男 36才|向上|向上 142 向上|向上 40
第 3例男 37才| グ | グ 243 1 
第 4例男 23才 1
第 5例男 38才 H A. d. N.a. 
10 
104 H 11 20 7.4 
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lζ認めた後にも咳取を見たことに就いて平川は実験
III.実験成績
方法から，口腔， P;因喉粘膜からの侵入は考えられ
自覚的所見 1. ず，仔虫の肺循環の問題とともに，今後の検討を侠 
a. まえがき たねばならないと述べている。柳沢(1957)，川嶋
宮川 (1956)は，寄生率と自覚症の発現には人種 (1958)等は投与感染仔虫の虫種別， 隻数及びその
差，免疫差，個人差が預っていると論じている事は Vitality， 更に宿主側の諸条件 K依って発現程度K
既に大方の人が認めている事実であり， Leichtens- 差違ある乙とを述べており，個体的因子として先天 
ternの経口人体感染実験花見られる咳敗，曙疾，咽 的条件及び之れに関与する自律神経系統とも密接不
頭食道痛などの症状は，本邦に於いて大場 (1959)， 可分であると論じている。著者は 5例の被実験者に
大磯(1930)，上田(1943)，光井(1954)，富士田 夫々 N.a.単独， A. d. N. a.両種混合仔虫を投与 
(1954)，蒲(1956)，川嶋(1958)，山下 (1958)， し，次の如き自覚症の発現を見たので報告する。
吉田 (1958)，平川 (1959)等がひとしく認めて b. 成 績
いる所である。山下 (1959)は， 4例K両種仔虫混 第 2表は， N. a.仔虫 182隻を投与した第 1OUで
合及び， A. d.単独仔虫を即わちカプセ jレに依り ある。仔虫投与後多少の胃部不快感，暖気，悪心， 
N. a. A. d.混合経口， N. a. A. d.混合経皮及び 軟便等の消化器症状を呈し， 5日自には軽度の頭重 
A. d.単独経口， A. d.単独経皮の 4群応分ち夫々 を訴えた。 13日目 K全身倦怠及び蟻走感があった
人体感染実験を行なった所， 4例とも全例K豆り咳 が何れも軽度で，鈎虫仔虫Kよるものと思われず寧
官
ム 
円
2335789
搬を認めている。平川(1959)の4例の A.d.N.a. ろ仔虫投与と云う事から来る精神的なものの如く，
両種感染期仔虫を経口的K混合投与した実験成績を 爾後駆虫日lζ至る迄腰敗， ~客疾， P因頭異常感の如き
見るに，投与後 3~9 日目 lζ全例 l乙咳 l欺が発現し， 症状の発現を見なかった。 
内
噌 
4~5 カ月の長期に亘った所見を述べ，虫卵を尿内
第 2表 経口感染実験に於ける自他覚症状一第 1例一
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第 3表は， N. a.仔虫 142隻投与の第 2例である
が，投与後4日目 K極めて軽度の胸痛，咳轍，を軽
度訴えたが，Cれも仔虫に依る症状とは認められ
ず，爾後駆虫lζ至る迄全く症状を見なかった。
第4表は，同じく N.a.仔虫 243隻投与例で，
投与当日軽度の胃部不快感，腰気，悪心，便秘，食
思不振等の消化器症状の他，軽度の頭重を訴え咽頭
異常感を第 7日目迄継続したが，何れも軽度であ
り，叉 27日自に略FA，微熱，頭痛を認めているが， 
ζの時期lと感冒lと躍患、し上述の諸症状は鈎虫仔虫tζ
依るとは断定出来ずむしろ精神的なものと思われ， 
以後駆虫日lζ至る迄著変を認めなかった。 
第5表は，同じく N.a.仔虫 25隻の投与例で実
験当日より駆虫日に至る迄，全く何等の認むべき自 
覚症の発現を見なかった。 
第 6表は， A.d.仔虫 10隻， N. a.仔虫 104隻の
混合投与例で，実験前は何等の自覚症状も訴えなか
ったが，投与後食思不振， 胃部不快感， 全身倦怠
感，肩凝，頭重等の発現を見?こが，軽度であった。
第 5日目より激しい咳蹴， 略疾(灰白粘調)， 咽頭
異常感を訴え，食思不振，肩凝，蟻走感等を認め，
睡眠が阻げられた。之等の症状は 5日目より 7日目
迄認められたが，爾後は暖噺，略疾，咽頭異常感の
みが 30日迄続き， 僅かに咳取， ij客疾が 111日目迄 
持続し Tこが，駆虫日lζ至る迄他lζ著変を認めなかっ 
た。尚この第 5測は過去に於いて，自律神経薬効試
験を行ない， アドレナリン試験(土)， ピロカルピ
ン試験(土)，アトロピン試験(+)，晴息誘発試験
(土)の軽度陽性成績を見た為に， 自覚症の発現程
度比自律神経系統の多少の関与があったのではない
かと推測された。
小 括
過去に未だ鈎虫を含む寄生虫感染の無かった 5名
の被検者に， N.a.仔虫単独投与，及び N.a. A. d. 
こ。7両種仔虫を混合投与し次の如き成績を得 
5，rc例1両種仔虫混合投与のa.N.，A. d.1. 
日目より 7日目迄咳!敗，略疾，咽頭異常感が見られ
軽度ながら咳殿，日客疾がその後も見られた。
2. N. a.単独仔虫投与の 4例は，総て駆虫日に
至る迄，著明な自覚症の発現を見なかった。
2. 他覚的所見
a. まえカfき
鈴]虫キャリヤー及び鈎虫症に関する他覚所見，特
に血液所見に就いての報告はその数枚挙K暇がない
程であるが，その大部分は己に貧血を起した鈎虫症
患者lζ就いての貧血の観察，或いは動物実験に依る
考察であって，鈎虫の感染時よりの血液像の変化に
就いての報告は必ずしもその数が多くは無L、。人体
に於ける鈎虫感染の初期血液像の変化に就いては，
大場 (1929) に依る鈎虫経口感染実験及び，大磯
(1930) Iζ依る成績報告， 及び上田(1934) IL依る
A. dl.種の経口的人体感染実験例並びに，最近lζ至
りゲラチンカプセル使用に依る富士田ら(1954)の
両種鈎虫の経口感染の報告，平川 (1959)の4例の
第 3表 経口感染実験に於ける自他覚症状一第 2例ー
検 1 
I1且 液 所 見 X 症 自 覚 所 見査
項
白血像 咳 略 H因 胃唆 頂dlAuE、胸 便 下 食 微日 状 全 頭 知
経 血色素血 好好梓分淋単
線
経 頭 音日 痢 d谷~、 身 重 覚
球数安量係 球 異 乃ミ j晶 酸皇状核巴 過 常 -快 I歓 弓ミ 倦 頭 異日 日
数 (万)1(%) 数数 球球球球球球 {象 数 欺 疾 感 感 l気 IL.'痛 秘 便 振 怠、 熱 痛 常
前 1151 1.1 1 40001 1 6 異な 常し 前 
4 1151 1.1 39501 2 1 1 2158133 4 向上 4 + 十 
12 0.5! 1 1 641 28 4.5 11 12 
17 1101 1.0 1 43001 3 114156130 6 17 
24 1081 1.0 1 45001 2 2 1 8156127 5 24 
38 112l5230 
3 38 
55 1101 1.0 1 40001 2 1 110158126 4 55 
98 6 98 
119 500， 1081 1.0 142001 1 o1 9158128 4 119 
馬区 虫 駆 虫
叫叫叫1.0¥叫 1 I0 / 4/57 )判6 142 
--
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第 4表 経口感染実験に於ける自他覚症状ー第 3例ー
所見 X 症 自 覚 所 見 備
頭重頭痛十配利一|知覚異常
考
下痢軟便便秘腹痛悪心暖気胃部不快感咽頭異常感略疾咳轍好酸球数%
食|全自 状
--経過日数
線像
， I R~.>ζ..山， -.助l t ¥ l i t
前 14941 1151 1.2 15000 1 1 工 +1+1+1+ 十 + 
3 +1 
12 15301 1101 1.0 15200 21号常 7 十ι し I10I 
不 i倦Eド
振 l官I/l!I¥数
持感官+ 

19 15501 1101 1.0 17600 01向上 
*17 
*27 
+ 
+ 十 1+ 
躍患
長向上 
24 15401 1101 1.0 I6200 1 0 34 
41 
4838 15301 1101 1.0 15800 1 0.51向上 l 
55 
bpo
T E -AU U
日 
可t
円 
661 5101 1001 1.0 16600 1 0.51向上| 74 
82 
n δ  AUAUAU ハUi 
晶 
円 
55 15201 1061 1.0 I6600 上同 
92AUF D  EA噌噌』ムつ “ハ り n uFhd i門 
、
99 
109120 15001 1001 1.0 I6600 I0 
116 
126130 15101 1001 1.0 17000 1 0.5 
130 
…100 1.0片山 出 I
両種仔虫l乙依る経口的人体実験成績等がある。大場 若菜病の発生に関する人体実験に於いても，経口感 
(1929)は，同種鈎虫に見られる血液l乙及ぼす顕著 染後の末梢血液中の好酸球出現の所見で，蒲 (1956)
な共通所見は，好酸球の増加であって，実験後 1週 は， A. d.経口実験lζ依り実験後 2週日が最高で
間以内は両種聞に著差はないが，その後 A. d.は漸 76%あったと述べている。赤，白血球数，血色素lζ
増し 7週後に著明な増加を見， 37%となり以後漸次 就いては，上田 (1943)は3例に於いて 7週以上の
減少し 4ヵ月後K 23% となり 5~6 カ月後K 15% 観察で実験前 426万--465万の赤血球数， 血色素量、 
~17% の辺りを持続した。 N. a.は 1週間後 9%と 68%----98%が実験後 3週迄は移動著明でなかった
なったがその後は極めて徐々に増加し 7週で最高 が，以後軽度の減少を認め，富士田等(1954)は， 
13.2%~15.4%に達し，普通 10%以下に止るもの多 A. d. 種に赤血球数，血色素量共K実験後 9 週~10
く甚しいのは 5% --6%に降下持続するものがある 週K低値で， N. a.種には赤血球，血色素量l乙著変
と云っている。富士田ら (1954)に依ると，感染後 が無かったと述べている。白血球数民就いて大場 
A. d.種は 2週より増加し 3週より急激に増多し， (1929)，上田 (1943)両氏とも実験後 1週より漸増 
10週前後K於いて絶対数，百分率共最も多く，以後 し3週前後に著明に増加した事を認め，富士田
漸減したと述べている。平川 (1959)は，被挨者間 (1954)は，実験後4日目より増加を認めている o 
k依る好酸球と虫数の相関を認めないが，駆虫K依 他方，調査成績を見るに，石崎(1958)のキャリヤ
る虫数の減少とには平行関係があると述べている。 ーの症状の分析に依り，鈎虫感染後の血液所見とし
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第5表 経口感染実験に於ける自他覚症状一第 4例一
血 液所見 X 自覚所見
赤血色 白白血像 咳略頭咽胃暖悪腹使下食全微頭知
血色素 県好好梓分淋単
線
異不部 痢慾身重覚
球素悌一
数量 数酸皇状核巴 常快感 軟不{巻頭異
(万)1(%) 数 (%)球球球球球球 像 取疾感 気心痛秘便振怠熱痛常
日J 415 108 1.3 6700 1 0112 68 17 2 3 
31454 102 1.0 5800 1 。9138 50 2 5 
10 418 100 1.2 5600 4 。9158 28 1 7 土 
13 420 100 1.0 8100 3 。7149 35 6 14 
15 465 102 1.0 6200 3 。9152 33 3 26 + 
22 432 98 1.1 5400 3 0110 51 31 4 41 十 
40 422 98 1.2 5800 4 。6147 41 2 61 
80 434 102 1.2 5900 4 。7153 34 2 78 
120 453 100 1.1 6200 2 50 41 1 92 
馬区 虫 
104 
120 
130 428 100 1.2 6000 2 。7150 40 1 
馬区 虫
て赤血球数は 400万以下が 38%であったと云い，
白血球数は一般に正常値であるが，急性症に於いて
は増加を，慢性症に在つては減少を見ると述べてい
る。著者は好酸球を中心K血液像の変化を追求し
た。
b.成績 
第 2表，第 3表，第 4表，第 5表，第 6表の各表
に見る如く，赤血球数，白血球数，色素係数に顕著
な変化を見ることが出来ず，その成績は何れも生理
的移動範囲内の値であった。
第 1例の N.a.仔虫 182隻投与の成績は，第 2表
(表 2 p:::，挿入)に示す如く， 赤血球数， 血色素量，、
好酸球百分率等に於いて著明な変化を駆虫日迄認め 
られなかった。只， 白血球数lζ於いて実験前 4800
であったのが 41日日比 8600IL.上昇したが特に意味
ずけられる理由が認められなかった。
第2例の N.a.仔虫 142隻投与例は，第 3表(表 
3n:.挿入)Iと見る'如く赤血球数，白血球数，血色素
量及び好酸球百分率等の血液像に於いて駆虫迄著変
を認めなかった。
第 3例は， N.a.仔虫 243隻投与例で第4表(表、 
41L.挿入)に見る如く赤血球数，白血球数，血色素
量及び好酸球百分率など共IL.，駆虫日迄異常を認め
なかった。
第4例は， N.a.仔虫 25隻投与例で第 5表(表 5 
に挿入)Iζ示す如く，第 1，第 2，第 3例の血液像所
見の如く特に著明な変動が認められなかった。
第 5例は， A. d.仔虫 10隻， N. a.仔虫 104隻の
混合投与例の 1例で，第 6表(表 61L.挿入)に示す
如く赤血球数，血色素量が実験前 479万，及び 
127%で駆虫日;迄著変を認めなかったが， 白血球数
が実験前 4000であったものが 5日目より 5300とな
り25日自に 5700を示し以後 6000より 7000台の域
を移動し，駆虫後 5600となった。只， 好酸球百分
率lζ於いて著変が見られ， 実験前 0.5%であったの
が5日自民 5%に上昇ーし以後漸次増加を示し 15日
自に 12%，25日目に 17%と最高となり以後漸減し
75日自民 6%となったが， 81日自に再び 9%と軽
度上昇・し再び 88日目より減少し 5%前後を維持し
112日目辺り依り駆虫日迄; 5%より 8%の域を移
動した。駆虫に依り， 駆虫後 20日自に 3%となり 
55日自に 1%と実験前の百分率に近づき復元した。
即わち第 1図，第 2図lと見る如く，本例は実験日よ
り駆虫日lζ至る間，他の 4例i乙認められない最高好
酸球上昇曲線を描いた。 
c. X線像
富士田(1954)ちは，両種混合仔虫、の経口，経皮
人体感染実験lζ依る X線所見応就いて，実験後 3日
目， 5日目， 10日目， 15日目に X線撮影を行なっ
たが何れも異常を認めなかったと述べている。光
-802- 千葉医学会雑誌 第 36巻
第 6表 経口感染実験に於ける自他覚症状ー第 5例一
検 血!液所見 X 
査
項
赤血|色白 白血像仰目 線
経 血球色茶 素血好好梓分淋単
過 数量係球酸皇状核巴日
(万)1 1%) 数数 球球球球球球 像数
前 479 127 1.1 4000 0.5 
1 56001 1 。
。9145 41 5 
51 495 110 1.1 5300 5 。8142 40 5 な異 常し 
81420 108 1.1 5600 7 。6146 36 5同上 
13 401 105 1.1 6800 8 。3134 54 1 1 
15 459 105 1.1 5500 12 G 6136 44 2 
18 420 103 1.2 5900 10 。8142 37 3向上 
25 432 108 1.3 5700 17 。9142 30 2 1 
33 426 108 1.3 6300 13 1 5150 29 2 11 
38 410 102 1.2 6200 10 G 8135 47 。 
47 416 103 1.0 6100 9 G 5152 33 1 
57 471 103 1.0 5660 9 。7150 33 1向上 
68 537 112 1.0 6300 9 。7134 47 3 H 
75 441 102 1.1 4900 6 。9153 31 1 
81 472 108 1.0 6800 9 1 9150 34 1向上 
88 504 108 1.0 7100 5 。8153 34 。 
92 509 112 1.1 6800 5 0113 57 26 1 
99 498 104 1.0 6300 5 0112 34 49 0向上 
106 509 102 1.0 6200 5 1 6152 35 1 
112 502 104 1.0 6300 6 。5149 40 。 
117 497 100 1.0 6200 7 。7151 84 1同上 
123 480 102 1.0 6100 8 。5152 34 1 H 
127 480 103 1.1 6000 6 。6155 
1351 4561 106 1.1 5800 5 。9150 361 0 
馬区 虫
寸開 10111|蜘 3 。7148 40 2 
186 14861 105! 1. 。7152 40 
自覚所見 |備
直略咽胃暖悪腹使一知
頭部 痢慾身重覚
常異不快 軟不倦 頭異
験疾感感気心痛秘便振怠熱痛常考 
1 十 十 +十| 十 肩あ 凝り 
51+十十 +十 十 十 
61-1+十 十 十 十 十 
7 十 十 十 十 十 十 
9十 十 十 + 
14 + 十 + 十 
16 + 十 十 十 
19 + 十 十 
26 十 十 十 
30 + 十 十 
34 + 十 十 
39 + + 十* *i架酒 
48 ++ 
58 +++ 
75 ++ 
81 ++ 
88 ++ 
90 ++ 
97 ++ 
99 + 
111 ++ 
120 
127 
!駆 虫 
156 
186 
井 (1954)らの若菜病lと関する A.d.種の実験的経
口人体感染の報告にX線像は 3例とも何れも所見を
認めないと述べているが，同じく飯野 (1956)の若
菜病の臨床的実験的研究では， 16群 62症例の中 21
症例l乙多少の肺門陰影増強，肺紋理の増加を認めた
程度で一過性の浸潤像は認めなかったと云ってい 
る。著者は，第 1例lζ実験後 7日目， 13日目， 27日
目， 41日目， 54日目， 87日目， 106日目，及び第 2 
例lζ4日目， 12日目，第 3例に 12日目， 19日目， 
38日目， 55日目， 66日目， 第 5例には 5日目， 8 
日目， 13日目， 18日目， 33日目， 57日目， 68日
目， 99日目， 117日目， 123日自民夫々撮影を行つ
たが何れも異常を認めなかった。
小括
未だ鈎虫を含む寄生虫感染の無かった 5名の被験
者に N.a.仔虫単独投与，及びN.a.，A.d.両種仔
虫を混合投与し時日の経過に従って血液像及びX線
こ。f像の変化を追求し次の成績を得 
1) 好酸球百分率
第 5例の両種混合投与例に於いてのみ，実験前
0.5%の好酸球が 25日自民 17%の最高値を示し，
駆虫lζ依り正常値比復元した。他の 4例 N.a.単独
投与例はことととく著変が見られなかった。 
2) 赤血球数， 白血球数，血色素量及び白血像
(但し好酸球を除く)IL於いて全例に著変を認めず
何れも正常値域内の移動を示す値であった。
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第 1図 仔虫投与後経過期間と好酸球数との関係
25 
20 
実 線←一司第 l例
好 点、 線・ー・噌第2例 
酸 15
球
数 
LO 
% 
5 
fi10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 
経過日数
第 2図 仔虫投与後経過期間と好酸球数との関係 
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3) X線像 若菜病の実験K於いて， A. d.鈎虫例lζ実験後55日
第 1例，第2例，第3例，第5例l乙X線フイ Jレム 自民初めて排卵を認めたが， N. a.鈎虫例Iζは駆虫
四切直接撮影を実施したが何れも一過性浸潤像並び 日迄排卵を認めず，虫体も発見されなかったと云
に其の他の異常陰影像を認めなかった。 い，山下 (1958)は， A. d.，N. a.混合例では 57日
3. 検便成績 目， A. d.単独投与例では 53日自に初めて虫卵を認 
a. まえがき めている。吉田 (1958)らは，鈎虫陰性の 3名花培
大場(1929)は， A. d.，N. a.両種経口感染実験 養7 --25日目の A. d.被嚢仔虫を多量の水と共に
で， N. a.鈎虫投与例K於いて，実験後7週自に尿 急激に与えた実験で，第 1例K 80隻を，次いで20
内に虫卵を認め， A. d.仔虫投与例に於いては実験 隻を投与し，実験後43日自に虫卵を認め，第2例
後同じく 7週自に之れを認めている。蒲(1956)は， は57隻を投与し実験後62日目1[，第3例は 152隻
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投与し 87日目迄頻回の検便にかかわらず虫卵陰性，
162日目に虫卵を認めている。平川(1959)は， 4 
例の両種経口投与例K於いて，第 1例 117日目，第
2例 136日目，第3例 158日目，第4例は 150日目
で培養に依り仔虫を得ているが，何れも A.d.種で
あった。著者は，第 1例より第4例に N.a.仔虫単
独投与及び，第 5例に両種仔虫混合投与を行なって
次の成績をえた。 
b.成績
第 7表iζ示す如く，第 1例，第 2例，第 3例，第4
例，及び第5例とも総て硫苦加飽和食塩水3本値，
瓦培養 2枚値比依り時日の経過に依り排卵を追求し
何れも実験後 36日目より検索を行なったがJ 実験
後第 1例，第 3例，第 5Oは 136日目，第 2，第 4
例は 127日目の N.a.，A. d.種何れも駆虫日迄仔
虫を発見し得なかった。
小括 
  
4例の N.a.単独仔虫投与例と， 1例の A.d.， 

N.a.両種仔虫混合投与例の各例に就いて，実験後 
36日目より駆虫日比至る間，検便は硫苦加飽和食塩
水法 3本値で，培養は瓦培養 2枚値を行なったが，
虫卵及び仔虫を発見し得なかった。 
4. 駆虫状況
a. まえがき
人体経口感染実験l乙於いて Kendrick (1934)，上
田(1934)，飯野(1956)，山下 (1958)，吉田 (1958)，
平川(1959)等は夫々虫卵の排出状況，虫体の種別，
感染率に触れて報告している。山下 (1958)は， 3 
例の実験者lζ経口実験を行ない， 1例lと経口 A.d. 
200，N.a. 200を，他の 1例R.A. d. 175隻を投与
し，前者は 56日目K排卵を見， 65日目に駆虫を行
ぃ， A. d.種のみの成虫雌 22隻，雄29隻を見，後
者は 53日自民排卵， 55日自民駆虫を行なったが一
隻も得ず再び 166日目に駆虫を行ない， A. d.雌 3
隻，雄7隻を得たと報じ駆虫剤として何れもネマト
ール及びテトレンを使用している。小宮(1955)の
報告にはテトレン投与後， 48時間以内にその殆んど
の排虫を見ている。 
b. 駆虫方法
駆虫前日の昼食，若しくは夕食より絶食させ，駆
虫当日，勿論絶食させた。駆虫薬は四塩化エチレン
球を初回 8球(1球に 0.3gを含有)と少量の水と
共に与え 30分後再び 9球を， 更に 1時間半後世硝
25gを多量の水と共に服用せしめfこ。採虫は駆虫剤 
服用後 72時間迄排出全便に就いて虫体の検査を行 
なった。即わち成虫の検索は尿を自の細li金綱K依
って流水を加えつつ細砕穂過し残、直を少量宛シャー 
レK移し，丹念に採虫する方法をとった。勿論憶液
は一滴も失う事なく成虫の通過を許さぬ極めて目の
細かい金網を再度通過せしめて，成虫の逸脱を防い
だか念の為K憶液K就いても再び検索した。採虫し
tこ成虫は，検鏡花依り性別，虫種，大きさを決定し 
た。尚駆虫後3週間自に硫苦加食塩水浮瀞法 (3本
値)，及び瓦培養法 (2枚値)I乙依り虫卵及び仔虫
を求めたが陰性lζ終った。 
c.成績
駆虫lζ依る排虫状況は，第 3図lと示す如く，第 1
例，第 3例，第 5例は仔虫投与後 136日目 K.，第 2
例，第4例は 127日自に!駆虫を行ない，何れも虫体
検索を行なったが陰性(第 5例を除き)rc終った。
只，第 5例lζ於いて 136日目iζ駆虫を行ない A.d. 
成虫雄2隻を得た。
小括 
N. a.単独仔虫投与例の 4例は駆虫に依り，成虫
を得ず， A. d.，N.a.混合仔虫投与例の 1例lとのみ 
2隻の A.d.雄成虫を得た。 
5. 虫体の大いさ 
駆虫i乙依って得た A.d.成虫雄2隻は，直ちに生
理的食塩水に移し，体長，体幅を計測した。 1隻は，
長さ 8.0mm，体幅 0.715mm，他の 1隻は，虫体の
中央部が崩壊し計測が不能であった。
6. 感染率
第 8表lζ示す如く，鈎虫感染率は投与行虫数民対 
する感染成虫数を百分率で現わした。
第 1例， N. a. 182隻投与に対し感染成虫数 O隻
で，感染率 0%であった。
第 2例， N. a. 142隻投与K対して感染成虫数 0
隻で感染率 0%であった。
第 3例，同様 N.a. 243隻投与に対して感染成虫
数 0隻で，感染率0%であっ?こ。
第 4例， N. a. 25隻投与に対して感染成虫数0隻
で，感染率 0%であった。
第 5例， N. a. 104隻， A. d. 10隻の両種混合投
与に於いて， N. a. 104隻K対して感染成虫数 0隻
で0%" A. d. 10隻に対し感染成虫数2隻で，感
染率 20%であった。従って N.a.仔虫投与5例総
て陰性成績で，感染率 0%，A. d.仔虫投与例のみ 
20%の感染率を示した。之れを鈎虫感染者率として
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第 7表検 使 成 績
備
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 駆虫  O 隻駆虫  O 隻 一 
姐砂
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駆虫 N. a. 0隻136 
 駆虫  O 隻駆虫  O 隻 A. d. 2 

140 
 一
142 
 一一 一 
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 一 一一
見るに， N. a.種は被験者 5例全例に感染を見ず，
d墓石、
之氏反し A.d.種の 1例にのみ感染を見?こ。即わ
IV. 者 盟 
ち N.a.種の 0%1ζ対し， A.d.種は 100%の感染 本邦に広範囲に分布し，国民病として社会問題の
率を示した。 一つは取上げられている鈎虫症は，国民の体力の低
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第 3図 駆虫状況 
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下を招来しその病害は若年者では智能，身体の発育
に影響が甚大であり農村地帯K於いては作業能力を 
低下させる疾病として第ーに挙げられており，小宮
(1956)は，年間鈎虫iζ 依る経済的損粍は 200億の
大きに上ると述べていることを思う時，その被害の
実相からも早急に抜本的な対策を樹てるべきで，そ
の観点よりしても公衆衛生学上極めて大きな問題
であり，鈎虫の感染様式よりの生物学的本態， 並
びに自然界に於ける経路の主道を解明する事は上 
述の鈎虫感染予防並びlζ撲滅対策を構ずる上の重
大な課題である。人えの感染実験は西欧に於いて
は Peroncito (1880)，Grassi (1887)，Kendrick 
(1934)，Payne (1940)，Beaver (1955)等がある
隻2 2)A. d. 
が本邦iζ於いては，大場(1925)，上回 (1934)，蒲 
(1956)，川嶋(1958)，山下(1958)，吉田(1958)，
平)1)(1959)，水野(1959)の諸氏が， 之ら、の解明
を試みている。近時疫学的調査研究の進歩発達に伴
い，淫漫地集団検診等を広汎囲y 且つ仔細lζ行なっ
た興味ある報告を行ない，感染経路の再検討の必要
が行なわれるに至った。即わち水野 (1956)は，群
馬県及び長野県民於ける調査の結果， A. d.の感染
の広さ，深さの立場より A.d.の経皮感染主道を述
べ，牟田口 (1955) も福岡県農村の A.d.優占地区
での調査で，畑が感染の場になる事より経皮主道を
認めており，矢島(1959)は，本邦農村住民の虫卵
検査成績の統計処理を行なって，両種鈎虫の感染経
路を経皮的と推論しているが，鈴木 (1956)は，宮
城県農村の A.d.地区に於いて，性別，農家，非農
家等の聞に感染率の有意差を認めない処より A.d. 
経口主道を論じている。水野 (1956)，;jp[l沢 (1957)
の述べる如く鈎虫のヒトえの感染の経路は，疫学的
に虫卵密度，環境抵抗，社会的要因，宿主側の条件，
環境条件l乙依り一致を見ないと述べている。著者は
未だ鈎虫を含む9寄生虫の感染の無い被実験者5名
![.，直接十二指腸部え N.a.単独， A.d.，N.a.両
種混合仔虫投与実験を行なった。その成績より次の 
考察を試みた。
実験方法
投与部位について
経口感染実験の際，考慮さるべき胃内の状況，
特に胃液の感染期仔虫に与える影響に就いて横川
(1926)が，試験管内に於けるヒト鈎虫成熟仔虫の
ヒト胃液に対する抵抗性試験を行なっており，強力
な抵抗性を持っている事を述べている。態谷(1932)
は， A. d.，N. d.の第 1期，第 2期混合仔虫lζ依る
人工胃液に対する抵抗性を実験より推定して，成熟
第8表 十二指腸部投与に於ける感染成虫数及び感染率 
JEt竺|第 1 例|第 2 例|第 3 例|第 4 例 1 第 5 例 
2虫去し~~し--------I-~/し~l 
A. d. I震J L--------I~I~し____---------1
感秀率I~~--I~I~I_-----~-----I 
10 隻 
2 隻 
20 
!LZL竺空一隻 
l震虫委 I 0 
i思表率I 0 
| 四隻 I 243 隻 I 25 隻 l104 隻 
00 I o 	 0 
0 0I 
1 
I 	 1 10 0 
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仔虫の抵抗性は強いものである事を推論し，稲留ら
(1932)は，成熟期仔虫とメヂウム水素イオン濃度
とに就いて検討を行ない，ヒト胃液の水素イオン濃
度に近い pH 1.0 R対する両種仔虫の比較に於い 
て， A. d.び N.a. R.比し抵抗性を有している事を
認め，平川 (1959)は， A. d.，N. a.両種仔虫が人
体に経口的に摂取され，胃内を通過する際，胃液が
仔虫の感染K与える影響を重視し， 0.1%， 0.5%， 
1%，の各人工胃液，ペプシン液及び蒸溜水などを以
って 380Cの排卵器内で両種感染仔虫と接触せしめ
平川の考案K依るガラス毛細管を用い，仔虫の運動
性を観察した結果， 0.5%標準人工胃液以上の濃度
氏於いて仔虫の人工胃液応対する抵抗性は， A. d.， 
N.a.両種間に著明な差が認められ， A. d.は N.a. 
より強い抵抗性を示したと述べている。
両種聞の抵抗性の差を岡 (1959)は，各種消化液
殊に胃液中lζ於いて， A.d.は24時間殆んど死滅せ
ず， 3日頃より漸次死滅率を増加し比較対照とした
人工胃液 (0.2%塩酸)より抵抗性は弱かったが，
しかし乙の場合でも 24時間後尚半数以上の仔虫生
存を確認した実験を行なっている。以上の基礎的実
験の他，経口感染時に於いても同様の結果が想定さ
れるが，特にヒトに於いては個人差を除けば胃内の
空虚の如何と，胃液酸度の如何は経口感染成就を左
右する→つの因子と考えられる。平JlI(1 959)は，
以上の点に於いて 4例の被験者を食前空腹時群の第
1，第 2例と食後群の第 3，第 4例との二群応分ち，
前者に於いて水量 100ccと50ccとに分けて投与
し，食後群K於いて仔虫を職下させる為に，第 3例
では館球の中心部R.，第 4例ではゼラチンカプセJレ
中広仔虫を封じて鴨下させた。即わち館球は胃内lζ
於いて短時間l乙溶解し，カプセノレはより長く要し，
ために胃液の影響を受ける時聞が僅かであるが異っ
た。之に依り各々の群内l乙於いても胃液がより薄め
られたもの，及び胃液に接触する時聞がより短かか
ったものに感染成就率がやや高かった傾向を認め，
空腹時投与群と食後投与群との聞に感染成就率K明 
らかな差を認めている。以上の諸実験より，経口感 
染l乙於いで胃液が可成りの感染成立に影響を与える
事は見逃すことが出来ない。著者はかかる見地よ
り，鈎虫経口感染実験に於いて， 十二指腸部を選
び，実際児鈎虫が感染する場所に於いて仔虫の感染
成就のための阻止的因子を可及的最小限度比限る様
努めた。仔虫投与に際しては，感染仔虫の Vitality
の問題がある。上回 (1943)は，ベーノレマン装置を
用いた温水に依る集虫法K依って採虫したが，之の 
点平川 (1959)が論述している如く 420Cより 460C
の温水を通過した仔虫が，感染実験前K既Kその
Vitalityを減殺された形態で投与され， その感染
成就率には甚だ不安定の結果が現われると思う。富
士田ら (1951)は，感染仔虫の各種温度比及ぼす影
響に就いて， A. d.仔虫は 24時間， 400C以上の曝
露で死滅を述べている。安羅岡 (1955)は，犬鈎虫 
仔虫の温度比対する行動の基礎的実験に就いて，水
中で 16~320C 附近迄は単位時間での仔虫の頭端樽
動回数は略々温度に比例し， 150C以下では運動は
極めて緩慢で 370C以上は正規性を失うと述べ，平
川(1959)は， 9降卵器温度管理の失敗より，仔虫は 
400C以下では相当強い抵抗性を有したが， 400C以
上では急激に抵抗性を失ったと述べ，岡 (1959)ら
は~， A. d.仔虫がヒト血清氏対しでも至適の作用温
度があって， 370C~40oC 前後に於いて最も走向性
が顕著であった事は丁度 370C~40oC の体内温度を
有する人体えの感染に非常に好都合の性質を有する
と述べている。著者は之等実験に見る如く，仔虫の
温度比対する影響を考慮に入れ，採虫には瓦培養K
依りえた仔虫浮瀞液を集め，再び清浄な瓦に再培養
し浮瀞している活発な仔虫を実験に供し Vitality
の統ーを計り，投与時の蒸溜水温度を 370CR規正
した。
中村 (1957)らは，犬鈎虫の腸管寄生部位と，胃 
液腸管各部の pHとの関係l乙就いて胃液酸度と鈎虫
寄生部位lζ就いては腸管各部の pHが酸性よりアル
カリ性lζ傾く部位に僅かに多く寄生する傾向のある
関係と同じであると云い，或いはその逆な面より柏
アルカリ性の部位K鈎虫が集ったのか，或いはその
他の原因に依るものか明らかで、ないと述べている。
岡(1959)らが各種 pH液K対する仔虫走行性を対
照の蒸溜水と比較し，陽走向性は見なかったと述べ
ている。上記各実験成績より見て，多少でも実験に
際し摂取された仔虫の環境を最上の状態K置くため
R，言い換えれば最大の感染成就率を挙げるため
R，感染阻止的因子の少ないと思われる部位を選ぶ
必要があり，之れらの点K就いて著者の実験は， ζ
の条件に合致する事が出来ると考えた。
実験成績
自覚症について
鈎虫の毒性が自，他覚症に及ぼす影響 l乙就いて
は，虫種lζ依り相違のある事は既l乙認められている
事実である。即わら RockfellerFoundationの
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十二指腸虫撲滅委員会の調査に依れば，両種鈎虫の
病源性の強さの比率を A.d.: N. a.=5.1: 1.0とし，
永吉(1954)は，虫種に依る産卵数の差もその 1例
と考え，同時に吸血量或いは排i世毒素K就いても同 
様の関係があり" A. d.の吸血量は N.a.のそれょ
りも可成り多い事が想像されると述べている。叉ー
方，寄生数民左右されることは当然な事であるが，
南米に於いて Smillie，Augustine (1926)の N.a. 
感染の臨床所見で， Necatoriasisを5段階に分け，
25匹以下のものを極軽症， 26~100 匹のものを軽
症， 101~500 匹のものを中等症， 501~1000 匹のも
のを重症， 1001~3000 匹のものを極重症とし，臨床 
上定型的の症状を現わすものは 500匹以上の寄生を
要し， 100匹以下のものは殆んど臨床症状を呈しな
いと報じている。宮川 (1958) も，自覚症発現には 
A. d. IL於いては， 30隻以上iζ著明な症状を呈する
と云い，両種聞に於いて自覚症発現KA.d.優位を
認め，宮)1 (1958)は，宿主側の立場から人種差，
免疫差，個体の敏感性の諸点を挙げ両種聞の差違を
支持している。富士田(1954)らは，人体経口感染
実験例で，之らの諸説を裏付ける如く， A.d.，N.a. 
両種仔虫を A，B 両群に夫々仔虫を 200隻を経口，
経皮的K投与を行なった結果，臨床所見及び，自覚
症の発現KA.d.は N.a.より高度花見られ有意差
を認めている。若菜病の発生lζ関する実験的研究に
光井(1954)は， 3例RA.d.仔虫を摂取せしめて，
実験後4日目より 20日迄に咳験を認めており，蒲
(1956)は，福地山地方に於ける若菜病の研究に
A. d.仔虫 75隻と， N. a.仔虫 100隻の両種仔虫経
日投与実験を行なった結果， A. d.投与例は実験後
2日目より 2ヵ月比亘り呼吸器症状を呈し， N. a. 
のそれは極めて軽い事を認めており，吉田ら(1957)
は， 5例の A.d.仔虫経口感染実験より経口感染実
験に於いて若菜病を発生し初感染で起す事もある
が再感染の場合に比し軽度であり，従来発症の原因
として大量感染説があったが，実験の結果虫体数は
第一義的な因子でない。叉感染実験及び化学療法剤
の効果などより考えると，生体の ReactionK依り
虫体が組織内lζ長く止められ，その機械的刺激l乙依
り症状が起ると云う考え方が成り立ちそうで今後の
検討に侯ち度いと述べている。平川 (1959)は，
N. a.，A. d.両種感染期仔虫を 4例K，館球，ゲラ
チンカプセルを用いて経口混合投与した結果，感染
の成立を見たのは A.d.のみで，全例に仔虫投与後
3日..， 9日で自覚症の発現を見たと報じている。著
者は，過去に鈎虫感染の既往歴なく且つ実験前の厳
重な検便成績に於いて陰性であった男子医師及び，
青年学生 5名P:'，N. a.単独感染仔虫を第 1例に
182隻， 第 2例IL142隻，第 3例Ic243隻，第4例
に25隻を，第 5例には A.d.，N. a.混合感染仔虫
を， A. d. 10隻， N. a. 104隻を空腹時に十二指腸
ゾンデを使用して直接十二指腸部え投与した結果，
第 5例の両種混合感染仔虫例を除き，他の 4例は総
て著明な自覚症の発現を見ず，只，両種混合投与例 
の 1例lζ於いてのみ実験後 5日目より著明な咳l欺，
階疾， 咽頭異常感の発来を見， 30日目迄持続し
A. d.が N.a. R比し自覚症発現に有意差を認め
た。著者は，光井(1954)，蒲 (1956)，の若菜病の
発生K関する実験並びに富士田ら (1954)，平川
(1959)の人体経口感染実!換を支持すると同時R， 
著者の成績を按ずると第 5例の被験者が自律神経に
過敏体質であったと云う点も考慮に入れるべきであ
るが，その著明な自覚症発現の意議は，駆虫成績に
依って見る如く A.d.成虫のみをえた結果より見
て， A. d.仔虫K依るものであろうと考えられる。
他覚症について
特に好酸球の血液中えの増多忙関しては，既lζ識
者のひとしく認める所であるが， 中尾 (1953)，茅
野(1954)は寄生数に依り貧血相が変化すると云
い，貧血の程度比個人差を重要視し1O ~30 隻以上
の寄生例では，寄生数に比例し好酸球は 3%より高
きは 50%と述べ，光井ら (1954)は，若菜病発生 
に関する実験で， 20~28 日聞に於いて貧血を見な 
いと述べ，平川 (1959)は， 4例の A.d.，N. a.両
種仔虫に依る経口人体感染実験の長期観察で全例に 
好酸球の増加を認め駆虫l乙依り， A. d.のみの排虫
をえ， 好酸球最大値は第 1例 35%，第 2例 46%，
第 3例 28%，第4例 19%で，被験者相互の比較で
保有鈎虫数との相関を認めなかったが，同一検者の
継続観察では駆虫に依って好酸球と保有鈎虫数の減
少に相関を認めたと述べている，著者は，第 5例の
両種混合投与例に於いてのみ好酸球が実験前 0.5%
であったのが， 25日自民 17%と増加した事を認め
た他，赤血球一数，白血球数，血色素等好酸球を除く
他の白血像にも有意を認めなかった。即わち 5例中
好酸球の増加を認めたのは，投与虫数及び個人差の 
問題を別として虫種に依る関係は考慮l乙入れる可き
で，若菜病の症状を発生せしめたと考える。虫数に
就いては他の 4例は，乙とむとく N.a.種でありt且 
つ仔虫数に於いて，第 1例は 182隻，第2例は 142 
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隻，第 3例 243隻の多数を投与しており，蒲 (1956) 染経路の検討に就いては尚今後の研究に侠たねばな
が Kendrick (1934)の感染実験の際，カプセJレを らない。
用いた為， N.a.の感染成立を見なかったのではな
5.0. 
いかと考え，直接 N.a.鈎虫 100隻の経口投与実験 
v.結 員同
を行なったが，若菜病の発生を見るに至らなかった 著者は，過去に鈎虫感染の機会を認められなかっ
事実を考慮に入れる時，著者の実験成績に於いて認 た5名の被実験者を選び， A. d.，N. a;両種感染仔
むべき自覚症の発現及び好酸球増多の所見は，之れ 虫を，夫々単独及び混合形態で特に十二指腸ゾンデ
総て A.d.種に帰属されるべき現象と見る可きであ J を使用し，十二指腸部え投与した結果，下記の知~
ろう。 成績を得た。
仔虫感染成績 (1) N. a.仔虫単独投与4例に於いて， 0%の感染
富士田(1954)の行なった 2例のλ体実験例K於 率を見，両種仔虫混合投与 1例に於いては， A. d. 
いて即わち A.d.経口，経皮及び N.a:経口，経皮 鈎虫のみ 20%の感染率を認めた。
投与例の感染率は A.d.34%，N.a. 0.5%であり， (2) 駆虫lζ依り得た仔虫は，両種仔虫混合投与
山下 (1958)の2例の経口人体感染実験感染率では， の 1例lと於いて A.d.種成虫雄2隻であった。 
A. d. 25%，及び 6%であったc蒲 (1956)及び吉 (3) 自覚症状は， N. a.仔虫単独投与例4例K認
田(1958)の2例及び 5例の若菜病に依る人体経口 められず只， 1例の両種仔虫間合投与例Kのみ咳
感染率は蒲の N.a. 0%，A. d. 8%，吉田の A.d. 蝦， 曙疾， p因頭異常感を実験後 5日目より 30日目 
46%，74.1%，29.8%，27.6%，21.8%であったと報 迄認めた。
じ，平川 (1959)は4例の経口人体感染実験で空腹 (4) 他覚症状は，両種仔虫混合の 1例lとのみ，
時群の 2例は 70.1%， 79.3%で，食後群の 2例は 実験前 0.5~るであった好酸球が 25 日自には最高 
37.7%--48%であったと云い，著者の 4例の N.a. 17%と著明に増加したが， 他の N.a.仔虫単独投
単独及び 1例の A.d.，N. a.混合経十二指腸部投与 与4例には増加を認めなかった。
例の実験に於いて， N. a. 0%， A. d. 20%の感染
率を示した。 稿を終るに臨み御懇篤なる御指導と御校閲を一
感染経路の検討 賜わった思師柳沢利雄教授並びに終始御教導を 
Leichtenstern (1889)は， A. d.の感染仔虫をそ 賜わった水野哲夫助教授に謹んで深甚の感謝を
の固有宿主であるヒト K与えると発育成長する事を 捧げ，実験に御助力下さった鷺谷健次，堀越保
証明した。 Kendrick(1934)は， 5例の囚人の の諸氏に衷心より謝意、を表します。 
N.a.経口感染実験に就いて，陰性の成績を発表し 本論文の要旨は第 28回日本寄生虫学総会で
ており，蒲 (1956)の若菜病の実験に於いても経口 発表した。
感染率， A. d. 8%，N. a. 0%で A.d.経口の説を
支持している。平)11 (1959)もA.d.，N. a.両種感 主要文献
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